
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 初回、田柄連合チームは、１点を先制された裏の攻撃で 

ノーアウト満塁のチャンスをつくると、４番青木（大泉）の 

内野安打と６番熊切（井草）の内野ゴロで３点を返して逆転 

する。 

さらに３回に８番村上のセンター前タイムリーなどで２点を追加し、 

４回にはスクイズで追加点をあげ、リードを５点に広げる。 

 

 

 

                         しかし、５回２点を返されると、６回には犠牲フライとレフト 

オーバーのツーランホームランで同点とされ、流れは徐々に相手 

傾き、嫌なムードが漂う。その予感が的中したのは８回。 

逆転タイムリーで１点のリードを許し、一気にピンチとなる。 

 

しかし、この試合の本当のドラマは最終回だった。 

ワンアウトからランナーをおいた場面で、投打の軸である３番千葉（桜修館）が 

ライトオーバーの同点タイムリーを放つと、４番青木が相手のワイルドピッチを 

誘い、３塁ランナーが生還。劇的なサヨナラ勝ちで都大会出場を決めた。 
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＜部員よりご挨拶＞ 

１４年ぶりの勝利と初の都大会出場が決定したことは、とても素晴らしく、誇らしいです。経験

のないことなので、一生懸命プレーし、都大会でも活躍できるよう頑張ります。 

応援のほど、よろしくお願い致します。 

 

逆転サヨナラ勝ちで予選ブロック優勝！ 

都大会出場決定！！ 


